
 

教室を飛び出して、豊かな体験と充実した学びを。 

 
  

  

                          

                            

 

 

 

 

 

 

 

心をつなぐ「いじめについて考える週間」 

  

 

 

 

就 将 
瀬戸内市立牛窓北小学校 

学校だより 

令和８年６月１９日 

      No.４ 

豊かに生きる就将の子の育成 

６年生 邑久光明園 

ハンセン病について知り、差別

や人権について考えました。 

４年生 クリーンセンターかもめ 

瀬戸内市のごみ処理について

学び、環境問題について学習し

ました。 

３年生 地域安全

マップ 

地域を探検して、

危険箇所はないか

調べました。 

５年生 前島 海の交流学習  

一泊二日、牛窓西小、牛窓東

小の児童と一緒に、釣りやい

かだこぎを体験しました。 

２年生は学区探検を予定しています。保護者・地域の皆様のご協力のおかげで、安全に体験学習ができています。 

１年生 夏みつけ 

校庭の夏をみつけ

て、タブレットで写

真を撮りました。 

６月８日～１２日の期間、「いじめについて考える週間」を設け、全

校で人権や思いやりの心について考えを深めました。 

各学年で「なかよし宣言」を作成し、「達成するためにできること」

を考え、週目標にして取り組みました。 

期間中の道徳の授業では、本当の優しさや友達関係について、それ

ぞれのクラスで真剣に考えました。また、人権に関する本の読み聞か

せを通じて、互いを認め合う心を育みました。 

子どもたちの優しい心と決意が込められた宣言は、現在、校内の掲

示板に貼っています。ご家庭でも、子どもたちの頑張りや学校での話

に耳を傾け、温かい励ましをお願いいたします。 

                       人権担当より 


